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今
帰
仁
村
民
憲
章

み
ん
な
で
守
ろ
う
　
恵
ま
れ
た

自
然
と
文
化
遺
産
を

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
テつ
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村
を

み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
の
び
ゆ
く

力
と
豊
か
な
心

み
ん
な
で
め
ざ
そ
う
　
健
康
で

希
望
に
満
ち
た
村
を

み
ん
な
で
築
こ
う
　
平
和
で

明
る
い
活
力
の
あ
る
村
を
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施政方針

平成 13年度

自
然
と
歴
史
と
文
化

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

住
み
よ
い
村
づ
く
り
に

平成 13年の第 1回今帰仁村定例議会が3月 8日 F汗弓会、議案審議に先

立って仲里吉徳村長は、自然と歴史と文化、地域の特性をいかした渚

力ある住みよしヽ村づくり推進のため、新年度の村政運営の基本方針及

び所信の一端を表明しました。なお、村長の提案事項と一般会計予算

のメ』光要を今月号から来月号にわたり紹介します。

/ 
、

は

じ

め

に

本
日
、
二
十

一
世
紀
最
初
の
議

会
で
あ
る
平
成
十
二
年
今
帰
仁
村

議
会
第

一
回
定
例
会
の
開
会
に
あ

た
り
、
諸
議
案

の
説
明
に
先
立

ち
、
村
政
運
営
に
対
す
る
基
本
姿

勢
と
所
信
の

一
端
を
申
し
述
べ
、

村
民
並
び
に
議
会
の
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
わ
り
た

い
と
存
じ
ま

す
。さ

て
、
私
は
平
成
十
二
年
八
月

二
十
三
日
就
任

い
た
し
ま
し
た

が
、
私
の
村
政
の
基
本
は
、
地
方

自
治
の
精
神
を
基
に
公
平
公
正
で

常
に
村
民
本
位
の
行
政
を
推
進
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
我
が
国
は
社
会
的
に
も
、

経
済
的
に
も
依
然
と
し
て
厳
し
い

情
勢
に
あ
り
、
そ
の
中
に
あ

っ
て

本
村
は
、
平
成
十
二
年
度
よ
り
過

疎
地
域
指
定
か
ら
除
外
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
村
の
財
政
状
況
が

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
従
い
ま
し
て
、
今
後
の
村
行

財
政
運
営
に
あ
た

っ
て
は
更
に
綿

密
な
計
画
を
立
て
、
役
場
、
議

会
、
村
民
が
英
知
を
結
集
し
、　
一

丸
と
な

っ
て
村
政
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
私
達
の
祖
先
か
ら
残
さ

れ
た
今
帰
仁
城
跡
が
昨
年
の
十
二

月
二
日
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
村
活
性
化
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
城
跡
内
の
発

掘
保
存
整
備
、
周
辺
環
境
整
備
を

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
の
主
た
る
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
中
学
校
統

合
に
向
け
て
の
校
舎
建
築
等
の
事

業
、
北
部
振
興
策
に
よ
る
茸
工
場

の
建
設
、
運
天
漁
港
局
部
改
良
工

事
、
道
路
新
設
改
良
工
事
六
本
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

古
宇
利
大
橋
、
運
天
港
の
整
備
も

着
々
と
進
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
ワ

ル
ミ
架
橋
関
連
事
業
も
着
工
の
運

び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
今
後
の
村
政
の
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
、
発
展
を
め
ざ
し
て
、

議
会
を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
ご

指
導
、
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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予
算
編
成
に
つ
い
て

我
が
国
経
済
は
ハ
バ
ブ
ル
期
の

後
、
い
ま
だ
に
景
気
回
復
の
軌
道

に
乗

っ
て
お
ら
ず
、
企
業
や
消
費

者
の
我
が
国
経
済
の
先
行
き
に
対

す
る
信
頼
感
の
低
下
か
ら
景
気
は

足
踏
み
状
態
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
村
の
よ
う
な
地
方

経
済
圏
に
あ

っ
て
は
景
気
を
肌
で

感
じ
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い

の
が
実
情
で
あ

っ
た
が
、
最
近
は

景
気
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
景
気
浮
揚
の
環

境
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
弱
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
木
村
に
お

き
ま
し
て
も
、
村
税
の
大
幅
な
増

収
が
望
め
な
い
状
況
か
ら
予
算
全

般
を
見
直
す
基
本
姿
勢
に
立
つ
と

と
も
に
、
歳
入
の
適
正
な
る
確
保

に
努
め
、
歳
出
面
で
は
、
既
存
の

制
度
、
施
策
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
同
時
に
経
常
経
費

の
節

減

・
合
理
化
を
図
り
、
極
力
財
源

の
確
保
を
し
つ
つ
、
各
種
施
策
の

実
施
に
あ
た

っ
て
は
緊
急
性
等
を

勘
案
し
な
が
ら
厳
し
い
事
業
選
択

を
行
い
財
源
の
効
率
的
配
分
に
努

め
る
と
と
も
に
、
健
全
財
政
の
堅

持
を
基
本
と
し
て
編
成
い
た
し
ま

し
た
。

平
成
十
二
年
度
の
予
算
規
模
は

五
、
四
七
二
、
五
〇
三
千
円
で
前

年
度
と
比
較
し
て
九
人
六
、
○
○

○
千
円

の
増
加
、
率
に
し
て
二

二
％
の
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
理
由
は
、
統
合
中
学
校
建
設

事
業
が
六
人
九
、
六
七
三
千
円
、

北
部
振
興
事
業
六
四
二
、
九
七
五

千
円
の
増
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が

主
な
要
因
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
平
成
十
二
年
度
は
、
国
、

県
の
補
助
金
等
に
よ
る
財
源
の
確

保
が
で
き
る
事
業
か
ら
優
先
的
に

予
算
措
置
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
平
成
十
二
年
度

一
般
会
計
の

歳
入
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
、
そ

の
主
な
内
容
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

1

歳
　
　
入

歳
入
の
四
〇

・
三
％
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
国
の
策
定
す
る

地
方
財
政
計
画
及
び
前
年
度
の
実

績
等
を
勘
案
し
、
四
〇
、
七
四
五

千
円
の
減
額
を

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
村
債
と
し
て
主
な
も
の
は
、

村
立
統
合
中
学
校
事
業
二
五
人
、

二
〇
〇
千
円
、
道
路
が
六
本
で

一

人
五
、
九
〇
〇
千
円
、
北
部
振
興

事
業
六
四
、
二
〇
〇
千
円
、
集
落

地
域
整
備
事
業

一
〇
、
三
〇
〇
千

円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

2

歳

　

出

歳
出
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産

業
費
の
増
が
最
も
大
き
く
、
人
○

七
、
四

一
三
千
円
の
増
額
で
、
北

部
振
興
事
業
等
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。
教
育
費
は
二
六
四
、
五
二
五

千
円
の
増
で
、
統
合
中
学
校
建
設

事
業
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
土
木

費
は

一
〇
九
、
六
九
二
千
円
の
減

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
に
わ
た

っ
て
社
会

資
本
の
整
備
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
年
々
旺
聴
な
財
政
需
要

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

と
も
自
主
財
源
の
確
保
は
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
村

の
将
来
を
展
望
す
る
と
き
、
社
会

資
本
の
整
備
な
ど
高
齢
化
社
会
の

対
応
と
若
者
定
着

に
備
え
る
た

め
、
企
業
等
の
誘
致
に
よ
る
自
主

財
源
の
確
保
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歳 入 歳  出

教育費
23.8%

農林水産業費
22%

地方交付税
40.2%

国庫支出金
%

地方交付税

国庫支出金

オ寸債

県支出金

2,196,736

1,300,613

691,907

442,154

1寸税

繰入金

その他

388,186

141,242

311,672

教育費

農林水産業費

民生費

公債費

総務費

1,300,669

1,201,537

776,594

633,171

513,811

土木費

衛生費

消防費

その他

448,348

307,645

165,000

125,728

単位 (千 円)

71

平成 13年度 一般会計予算

54億 7,250万3,000円

56% 22%
オ寸希元

県支出金
3市 %

土木費
82%

その他

1寸イ黄
125%

公債費
116%

54億 7,250万3,000円

消防費
衛生費  3%  その他繰入金  その他

26%`   57%

総務費
94%

教育費

農林水産業費
地方交付税

国庫支出金 爾 民生費

□ 公債費

|  1総務費

‐ 土木費

回 衛生費

藝 消防費

‐ その他

単位 (千 円)

1駿″朔村債

田 県支出金

|  1村税

‐ 繰入金
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税
務
行
政
に
つ
い
て

村
税
は
、
地
域
経
済
活
動
の
振

興
、
生
活
福
祉
の
向
上
を
図
る
な

ど
共
同
社
会
を
維
持
発
展
さ
せ
て

い
く
上
で
最
も
基
幹
を
な
す
自
主

財
源
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
主
財
源
で
あ
る

村
税
を
伸
展
さ
せ
徴
収
を
強
化
す

る
こ
と
は
村
発
展
の
大
き
な
方
途

で
あ
り
ま
す
。

十
二
年
度
の
予
算
に
占
め
る
村

税
は
七
．

一
％
で
二
人
人
，　
一
人

六
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

地
籍
図
デ
ジ
タ
ル
化
導
入
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
小
字
集
成
図
は

フ
ィ
ル
ム
図
面
で
作
成
さ
れ
て
い

る
た
め
、
複
製
を
作
る
の
に
時
間

と
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
感
は
否

め
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
ア
ナ
ロ
グ

的
な
図
面
は
往
々
に
し
て
使
い
づ

ら
さ
が
あ
り
、
必
要
な
場
所
を
探

す
の
に
時
間
が
か
か
り
不
便
を
き

た
し
て
お
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
部
所
で
の

使
用
も
デ
ー
タ
の
共
有
が
図
れ
る

た
め
同
じ
資
料
で
対
応
が
可
能
で

す
。
ま
た
探
し
た
い
場
所
を
瞬
時

に
探
せ
る
の
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
及

び
事
務
改
善
を
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
公
正
、
公
平
な
賦
課
を

基
本
と
し
、
徴
収
に
あ
た

っ
て
は

名
護
税
務
署
、
名
護
県
税
事
務
所

等
の
指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
税
務
行
政

を
推
進
し
、
税
収
の
向
上
を
図

っ

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来

と
と
も
に
、
本
村

の
高
齢
化
率

は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
末
現
在

で
二
四
．
三
％
で
、
す
で
に
四
人

に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う

超
高
齢
社
貪
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
化
の
進
展
の

中
で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家

庭
や
地
域
に
お
い
て
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
介
護
を
要
す

る
状
態
に
な

っ
て
も
、
必
要
と
す

る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

受
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
在
宅
生
活

と
施
設
入
所
を
柔
軟
に
選
択
で
き

る
提
供
体
制
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

在
宅
生
活
が
困
難
な
場
合
に
は
適

切
な
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

養
護
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

並
び
に
老
人
保
健
施
設
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
、
身
近
な
地
域
で
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
福
祉
サ

―
ビ
ス
が

一
元
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
七
十
五
歳
以

上

の
後
期
高
齢
者
人
口
の
割

合
が
さ
ら
に
増
大
し
て
い
く
こ

と
か
ら
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
性

要
介
護
高
齢
者
等
が
急
増
し

て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
加
齢
に
伴

っ

て
生
ず
る
心
身
の
変
化
に
起
因

す
る
疾
病
等
に
よ
り
要
介
護
状
態

と
な

っ
た
高
齢
者
等
に
対
し
、
必

要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
給
付
を
行
う

た
め
、
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念

に
基
づ
い
た
介
護
保
険
制
度
が
平

成
十
二
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。制

度
の
実
施
概
況
を
み
る
と
、

平
成
十
二
年
十
二
月
分
で
、
第

一

号
被
保
険
者
数
二
、
二
九
〇
人
、

要
介
護
（要
支
援
）
認
定
者
総
数
三

四
七
人
、
保
険
給
付
決
定
総
件
数

四

一
三
件
の
う
ち
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
が
二
六

一
件
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

が

一
五
二
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
要
介
護
高
齢
者
が

自
ら
の
意
思
で
、
し
か
も
安
心
し

て
質
の
一局
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
実
施

機
関
等
と
の
連
携
に

一
層
努
め
る

と
と
も
に
、
特
に
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
村
社
会
福
祉
協

議
会
を
基
軸
に
民
間
事
業
者
の
参

入
も
促
進
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
質

・
量
両
面
に
わ
た
る
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
平
成
十

一
年
度
か

ら
、
介
護
老
人
保
健
施
設
に
委
託

実
施
し
て
い
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
の
充
実
強
化
に

努
め
、
地
域
の
要
援
護
高
齢
者
等

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
へ
の
支
援
対

策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
法
施
行

時
か
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
負
担
の
軽
減
、
利
用
者

負
担
の
上
限
額
に
関
す
る
配
慮
、

介
護
保
険
施
設
入
所
者
の
介
護
費

や
食
費
の
減
額
等
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
引

き
続
き
国
の
制
度
や
事
業
等
に
基

づ
い
て
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
で
き
る
限

り
寝
た
き
り
な
ど
の
要
介
護
状
態

に
陥

っ
た
り
、
状
態
が
悪
化
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
介
護
予
防

・

⑫001年)平成13年 4月 1日 広幸Rなき じん 4
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生
活
支
援
事
業
の
実
施
強
化
に
努

め
ま
す
。

併
せ
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
、
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
介

護
保
険
の
周
辺
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
、
支
援
を
図

っ
て
ま
い
り
ま

す
。障

害
者
福
祉
に
つ
い
て

障
害
者
が
社
会
の

一
員
と
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
障
害
者
自
身
が
主
体
性
を

も

っ
て
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て

い
く
よ
う
、
努
力
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

障
害
者
を
取
り
ま
く
社
会
環
境
に

お
い
て
は
、
物
理
的
障
壁
、
制
度

的
障
壁
、
文
化

・
情
報
に
お
け
る

障
壁
、
意
識
上
の
障
壁
等
障
害
者

が
参
加
し
て
い
く
う
え
で
様
々
な

障
壁
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

障
壁
を
除
去
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
障
害
者
が
各
種
の
社
会
活
動

を
自
由
に
で
き
る
よ
う
な
平
等
な

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
に
対
す
る
福
祉

施
策
全
般
に
つ
い
て
、
障
害
者
の

生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
、
生
活
安
定
の
た
め
の
施
策
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

村
に
お
い
て
は
、
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
共
に
生
活
し
、
活
動
す
る
社
会

を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
」
の
理
念
の
も
と
に
、
平
成

十
年
二
月
に

「今
帰
仁
村
障
害
者

保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
村

の
総
合
的
な
障
害
者
施
策
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
村
心
身
障
害
児

（者
）
親
の
会
や
村
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
な
ど
の
障
害
者
関
係
団

体
等
の
活
動
支
援
の
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
既
存
の
諸
制
度

・

事
業
の
拡
充
に
努
め
、
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図

っ

て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

国
保
は
村
民
の
健
康
の
保
持
増

進
に
重
要
な
役
割
を
に
な

っ
て
お

り
ま
す
。
国
保
事
業
を
安
定
的
に

運
営
す
る
た
め
に
は
国
保
に
対
す

る
村
民
の
理
解
が
大
き
な
要
件
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
最
近
の
公
衆
衛
生

の
向
上
、
医
学
、
医
療
技
術
の
進

歩
、
人
口
構
造
の
急
速
な
高
齢
化

等
に
と
も
な
い
保
険
給
付
費
、
医

療
費
が
毎
年
増
大
し
て
お
り
ま

す
。
今
日
の
社
会
経
済
情
勢
を
反

映
し
て
、
国
保
制
度
は
構
造
的
に

低
所
得
者
、
無
職
者
層
の
加
入
割

合
が
高
く
、
高
齢
者
の
比
率
が
二

四
．
三
％
と
年
々
高
く
な
っ
て
お

り
、
老
人
医
療
費
の
増
加
と
か
ら

ん
で
保
険
税
の
収
納
率
が
伸
び
悩

み
国
民
健
康
保
険
財
政
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

「
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
国

民
健
康
づ
く
り
運
動
の
健
康

日
本
二
十

一
」
の
目
的
を
定

め
、
そ
の
中
で
、
国
民
健
康

保
健
事
業
を
健
全
で
円
滑

に
運
営

し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
健

予
防
課
と
連
携
し
て
進
め
て

い
る
高
齢
者
健
康
指
導
事

業
の

一
環
と
し
て
、
非
常
勤

の
看
護
婦
二
名
を
配
置
し
、
保
健

指
導
を
徹
底
し
、
重
複
多
受
診

者
、
成
人
訪
問
指
導
、
生
活
習
慣

病
予
防
教
室
、
レ
セ
プ
ト
内
容
点

検
の
強
化
に
努
め
、
村
民
の
健
康

づ
く
り
に
万
全
を
期
し
、
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
収
納
率
向
上
対
策
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
平
成
十
二
年
十

月
よ
り
嘱
託
徴
収
員
二
名
を
配
置

し
、
徴
収
体
制
の
強
化
、
村
民
へ

の
納
付
の
周
知
徹
底
を
う
な
が
す

た
め
、
毎
月
定
期
的
に
日
曜
、
休

日
に
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

共
働
き
、
昼
間
不
在
者
及
び
長
期

滞
納
者
の
納
付
相
談
を
図
り
な
が

ら
、
職
員
、
嘱
託
徴
収
員
、
関
係

者

一
九
と
な

っ
て
、
滞
納
整
理
、

収
納
率
向
上
対
策
を
推
進
し
て
い

き
国
民
健
康
保
健
事
業
の
健
全
な

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
な
お

一

層
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。国

民
年
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
、
障

害
ま
た
は
死
亡
に
よ

っ
て
国
民
生

活
の
安
定
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と

を
国
民
の
共
同
連
帯
に
よ

っ
て
防

止
し
、
健
全
な
国
民
生
活

の
維

持
、
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
す
べ
て
の
国
民
に
共
通

す
る
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
給
付

体
系
と
な

っ
て
い
ま
す
。

個
人
の
日
常
生
活
や
長
い

一
生

の
間
に
起
き
る
様
々
な
危
険
性
か

ら
国
民
の
生
活
を
守
り
、
安
定
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
の

が
国
民
年
金
制
度
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
生
活
に
身
近

な
年
金
で
す
が
、
受
給
世
代
で
な

い
と
な
か
な
か
実
感
が
わ
か
な
い

の
も
事
実
で
す
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
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我
が
国
の
六
十
五
歳
に
な

っ
て
か

ら
の
平
均
余
命
も
延
び
て
い
る
中

で
、
更
に
核
家
族
化
が
進
み
、
高

齢
化
世
帯
が
増
え
て
い
る
今
日
で

は
、
国
民
年
金
の
国
民
生
活
に
果

す
役
割
や
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増

大
し
て
い
ま
す
。

本
村
に
お
け
る
、
平
成
十

一
年

度
末
の
国
民
年
金
受
給
者
は
二
、

四
〇
七
人
で
、
総
受
給
額
十
四
億

六
千
人
百
万
円
と
巨
額
に
達
し
、

村
民
生
活
及
び
福
祉
の
向
上
と
、

村
経
済
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り

ま
す
。

未
納
者
対
策
と

い
た
し
ま
し

て
、
国
民
年
金
収
納
特
別
対
策
事

業
及
び
未
加
入
者
適
用
の
推
進
実

施
に
よ
り
実
施
月
数
、
検
認
率
の

向
上
に
努
め
、
各
字
推
進
委
員
、

指
導
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
無

年
金
者
、
無
年
金
予
備
軍
を

一
人

で
も
少
な
く
す
る
よ
う
に
、
適
用

も
れ
者
の
加
入
促
進
、
長
期
、
短

期
未
納
者
等
の
夜
間
訪
問
指
導
、

回
座
振
替
を
積
極
的
に
推
進
し
、

検
認
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

村
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て

近
年
、
出
生
率
の
低
下
に
伴
う

少
子
化
、
核
家
族
化

の
進
行
な

ど
、
子
供
と
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め

の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。児

童
は
本
来
、
家
庭
に
お
い
て

両
親
の
愛
情
に
守
ら
れ
健
全
に
養

育
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

児
童
の
中
に
は
、
保
護
者
が
い
な

い
か
ま
た
は
保
護
者
に
監
護
さ
せ

る
こ
と
が
道
切
で
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
監
護
に
か
け
る
児

童
に
は
、
児
童
福
祉
の
面
か
ら
で

き
る
だ
け
早
く
保
護
の
手
を
さ
し

の
べ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

本
村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
児
童

に
対
し
て
は
、
児
重
相
談
所
や
福

祉
事
務
所
等
関
係
機
関
と
密
接
な

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
養
護
施
設
等

へ
の
入
所
措
置
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
障
害
児
に
つ
い
て

も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

適
切
な
援
助
が
必
要
で
あ
り
、
障

害
の
特
性
や
障
害
児
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

保
育
事
業
に

つ
い
て

は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創

造
力
に
富
ん
だ
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
健
康
な
児

童
の
育
成
の
た
め
、
保
育

環
境
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
障
害
児
保
育
に
つ

い
て
も
保
育
所
の
持

つ
機

能
を
活
用
し
、
健
常
児
と

と
も
に
保
育
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
成
長
を
全
面
的
に

支
援
し
て
、
障
害
児
を
早

い
時
期
に
保
育
す
る
こ
と

で
成
果
を
収
め
て
お
り
、

引
き
続
き
障
害
児
保
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
や
就

労
形
態
の
多
様
化
に
伴
い
、
保
育

所
に
お
け
る
低
年
齢
児
保
育
な
ど

保
育
需
要
の
多
様
化

へ
の
対
応
が

大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。本

村
で
は
、
平
成
十

一
年
度
か

ら
中
央
及
び
仲
宗
根
保
育
所
、
平

成
十
二
年
度
か
ら
今
帰
仁
及
び
仲

尾
次
保
育
所
で
乳
児
の
受
け
入
れ

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
引
き
続
き
乳
児
保
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て

社
会
福
祉
は

「生
存
権

の
保

障
」
を
理
念
と
し
、
最
低
限
度
の

生
活
水
準
の
確
保
を
原
則
と
し
た

社
会
保
障
制
度
の

一
環
と
し
て
体

系
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社
会
的
に
弱

い
立
場
に
あ
る

方
々
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
は

思
い
や
り
の
心
や
自
立
す
る
精
神

を
培
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

本
村
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
中
核
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
施
設
と
し
て
、
様
々
な

地
域
福
祉
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
公
的
施
策
と
あ
い
ま

っ
て
、

村
民
の
幅
広
い
連
帯
と
善
意
に
支

え
ら
れ
た
民
間
福
祉
活
動
の
展
開

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き

「高
齢
者
介

護
予
防

・
生
活
支
援
」
、
「身
体
障

害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」

等
の
事
業
を
村
社
協
に
委
託
す
る

と
と
も
に

「障
害
児
通
園

（デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
、
「お
と
ば
学
園
」
、

「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
」
、

「低
所
得
者
援
護
活
動
」
、
「心
配

こ臨



ご
と
相
談
」
等
各
事
業
実
施
に
対

す
る
助
成
を
行

っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

お
と
ば
学
園
が
中
心
と
な

っ
て

運
営
し
て
い
る
地
域
交
流
プ
ラ
ザ

「パ
ル
」
は
、
障
害
者
や
高
齢
者

の
社
会
参
加
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
た
め
、
お
と
ば
学
園
の
活
動
の

場
と
し
て
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
と
ば
学
園
は
小
規
模

作
業
所
と
し
て
、
昭
和
六
十

一
年

四
月
設
置
以
来
、
何
ら
か
の
障
害

を
持
っ
た
方
々
が
、
地
域
の
中
で

自
立
と
社
会
参
加
の
実
現
を
目
指

し
、
訓
練
や
活
動
を
行
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
果
た
し
て
い

る
社
会
的
役
割
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の

度
の
社
会
福
祉
事
業
法
の
改
正
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
法
人
化
に
向
け

て
、
県
や
関
係
団
体
と
連
携
を
密

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
母
体
と
な
る
村
社
協
、
民
生

委
員

・
児
童
委
員
の
組
織
活
動
等

さ
ら
に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
関

係
者
の
連
携
に
よ
り
障
害
者
も
高

齢
者
も
可
能
な
限
り
在
宅
、
地
域

で
普
通
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

社
会
福
祉
の
充
実
強
化
を
図
り
、

う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
村
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
事
業
、

環
境
衛
生
に
つ
い
て

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
伴
う
障

害
の
増
加
、
生
活
環
境
の
変
化
に

よ
る
生
活
習
慣
病
等
の
慢
性
疾
患

の
増
加
、
地
域
保
健
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様

化
な
ど
に
よ
り
近
年
の
健
康
を
と

り
ま
く
状
況
は
著
し
く
変
化
し
て

お
り
ま
す
。

「健
康
で
明
る
く
元
気
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
」
こ
と
は
住
民

の
誰
も
が
等
し
く
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
健
康
を
自
分
自
身
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

一
人

ひ
と
り
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民

一
人

ひ
と
り
が
自
主
的
に
健
康
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
最
適
な

支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
は
行
政
に
課
さ
れ
た
最

大
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、健
康
孜
育
、健
康
相
談
、
機

能
訓
練
等
の
実
施
、
住
民
健
診
等

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

健
康
手
帳
交
付
、
訪
問
指
導
、
精

神
障
害
者
の
デ
イ
ケ
ア
、
健
康
づ

く
り
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

平
成
十

一
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
ゆ
い
ま
―
る
で
健
康
づ
く
り

事
業
は
、
今
年
は
九
ヵ
字
で
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
、
地
域
の
協
力

の
も
と
高
齢
者
の
社
会
的
な
交
流

等
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

次
に
乳
幼
児
の
心
身
の
健
全
な

発
育
と
母
性
の
保
護
を
目
的
と
し

た

「乳
児
健
診
」
コ

才
半
、
三

才
児
健
診
」
「歯
科
相
談
」
「妊
婦

一
般
検
査
」
「乳
幼
児

へ
の
医
療

費
助
成
」
等
の
母
子
保
健
事
業
、

各
種
予
防
接
種
事
業
等
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
そ
の
充
実
強
化
に
努

め
ま
す
。

老
人
保
健
は
、
老
後
に
お
け
る

健
康
の
保
持
と
適
切
な
医
療
の
確

保
を
図
る
た
め
極
め
て
重
要
な
制

度
で
あ
り
ま
す
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
年
々

増
加
し
て
い
る
医
療
費
の
抑

制
及
び
疾
病
予
防
の
観
点
か

ら
、
医
療
費
通
知
、
レ
セ
プ

ト
点
検
、
第
二
者
行
為
求

償
、
看
護
婦
に
よ
る
訪
問
指

導
の
充
実
を
図
り
適
正
医
療

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
本
村
の
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
健
康
ま
つ
り
の
開
催

身
　
一一
一

等
、
住
民
参
加
に
よ
る
保
健
活
動

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

次
に
環
境
衛
生
に
つ
い
て
、
物

質
的
豊
か
さ
の
追
求
に
よ
る
大
量

消
費
、
大
量
廃
棄
を
問
い
直
し
、

住
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

正
し
い
ゴ
ミ
の
出
し
方
や
リ
サ

イ
ク
ル
、
産
業
廃
棄
物
や
不
法
投

棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
対
策
等
に
つ
い

て
は
、
本
部
町
、
今
帰
仁
村
清
掃

組
合
を
は
じ
め
、
本
部
町
と
も
連

携
を
密
に
し
環
境
及
び
公
衆
衛
生

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
水
質
汚
濁
等
の
公
害
問

題
、
墓
地
、
狂
犬
病
対
策
等
住
民

の
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
環

境
衛
生
の
業
務
全
般
に
わ
た
っ
て

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
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題

今
婦
仁
の
題
力
を
世
界
に
発
信
！

村
内
有
志
ら
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

の
場
に
も
な

っ
て
お
り
な
か
な

か
の
好
評
。
多

い
日
は

一
日
に

二
十
件
を
超
す

メ
ー
ル
が
届
く

な
ど

「返
事
を
出
す
の
が
大
変
」

と
関
係
者
も
う
れ
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
る
。

地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
相
手

に
無
料

で
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

く
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
も

熱
心
な
開
設
者
代
表

の
石
川
清

和
さ
ん
は

「
だ
れ
も
が
気
軽
に

パ
ソ
コ
ン
を
扱
え
る
よ
う
早
く

慣
れ
親
し
み
、
多
く
の
情
報

を
吸
収
、
発
信
し
て
も
ら
い

た
い
、
そ
し
て
将
来
は
生
産

者
独
自
で
今
帰
仁

の
産
物
を

ネ

ッ
ト
上
で
直
販
す
る
ま
で

に
な
れ
ば
」
と
Ｉ
Ｔ
を
利
用

し
て
、
村
の
教
育
、
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
意

気
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

話 0▲インターネットを通して広く今帰仁が紹介される

今
帰
仁
の
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
満
載
し
た
参
加
型
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
な
き
じ

ん
ド

ッ
ト
コ
ム
」
が
今
帰

仁
の
活
性
化
を
目
指
す
民

間
団
体

「
ユ
ー
ト
ピ

ア
」

（石
川
清
和
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
ら
の
手
に
よ

っ
て
開

設
さ
れ
、
県
内
外
は
も
ち

れ
て
い
る
ほ
か
、
今
帰
仁
商

工
会
や
今
帰
仁
に
関
連
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
瞬
時
に
リ
ン

ク
可
能
で
よ
り
多
く
の
情
報
を

覗
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
く
み

に
な

っ
て

い
る
。
そ

の
ほ
か
、

気
軽
に
意
見
や
質
問
の
書
き
込

め
る

「
掲
示
板
」
は
利
用
す
る

人
達

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

「な
き
じ
ん
ド
ッ
ト
コ
ム
」
に
は

「広
報
な
き
じ
ん
」
も
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

「
な
き
じ
ん

。
ド

ッ
ト

・
コ

ム
」
の
ホ
ト
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
は
次
の
通
り

す
Ｏ
Ч
・＼ヽ
ゴ
ミ
重
Ｌ
ω
戸
一一ゴ
・ｏ
ｏ
ヨ

る
ん
遠
く
は
南
米
か
ら

ァ
ク
セ
ス
が
あ
る
な
ど

目
を
浴
び
て
い
る
。

こ
の

「
な
き
じ
ん
ド

ッ
ト

コ
と

に
は
、
昨

年
末
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た

「
今
帰
仁
城

跡
」
を
は
じ
め
、
村
内

で
行
わ
れ
る
行
事
や
催

し
物
、
む
ら
の
出
来
事

な
ど
が
幅
広
く
紹
介
さ

注 も
子
贔

・彗
ｈｔ
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茜
顧
の
初
優
勝
に
歓
喜
の
涙
ｆ

兼
小
ミ
ニ
パ
ス
ケ
部
が
国
頭
地
区
制
覇
ｉ

二
月
二
十
四
、
二
十
五
の
両
日

金
武
町
営
体
育
館
を
主
会
場
に
行

わ
れ
た
第
四
十
人
回
国
頭
地
区
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
会
で

兼
次
小
学
校

（金
城
小
夜
子
校
長
）

女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
Ａ
チ
ー

ム
が
念
願
の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

同
校
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
部
は
、
こ

れ
ま
で
実
力
を
認
め
ら
れ
な
が
ら

も
大
会
で
は
惜
敗
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
今
回
は
早
朝
練
習
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
課
題
の
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
強
化
の
た
め
練
習
を
積
み
重

ね
て
き
た
。
試
合
で
は
そ
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
準
決
勝
で

は
前
回
準
優
勝
校
の
塩
屋
小
を
抑

え
、
決
勝
で
も
前
回
優
勝
校
の
大

宮
小
を
大
接
戦
の
末
下
し
、
念
願

の
初
優
勝
を
納
め
た
。
終
了
の
ホ

イ

ッ
ス
ル
が
鳴
り
響
く
と
選
手
も

監
督
も
感
激
の
あ
ま
り
、
コ
ー
ト

上
、
涙
を
流
し
て
喜
び
合
い
、
会

場
か
ら
も
健
闘
を
た
た
え
る
温
か

い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

主
将
の
与
那
嶺
愛

（六
年
）
さ

ん
は

「練
習
し
た
デ
ィ
フ
エ
ン
ス

が
試
合
で
う
ま
く
い
つ
た
」
と
勝

因
を
あ
げ
、
本
村
三
男
監
督
も

「子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
と
コ
ー

チ
や
父
母
ら
の
支
援
の
お
か
げ
で

す
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

今
大
会
は
四
つ
の
ク
ラ
ス
の
決

勝
に
今
帰
仁
勢
三
チ
ー
ム
が
進

出
、
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
で
は
湧
川
小

学
校
Ａ
が
、
女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
で
も

兼
次
小
学
校
Ｂ
チ
ー
ム
が
共
に
準

優
勝
に
輝
く
な
ど
今
帰
仁
勢
の
健

聞
が
光
る
大
会
で
あ

っ
た
。

▲優勝した兼次小学校女子ミニノヾスケット部を囲んで



健
脚
競
い

さ
わ
や
が
な
汗
！

天
底
小
学
校
で
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

子
ど
も
達

の
体
力

の
向

上
を
図
り
、
ね
ば
り
強

い

心
と
挑
戦
す
る
意
欲
を
高

め

よ

う

と

天

底

小

学

校

（大
城
淳
稔
校
長
）
恒
例
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
二
月
二

日
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
及

び
校
外

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

コ
ー
ス
沿

い
に
詰
め
か
け

た
大
勢
の
父
母
ら
の
声
援

の
な
か
、
幼
稚
園
児
か
ら

六
年
生
ま
で
競
争

の
部
と

ト
リ
ム
の
部
に
健
脚
を
競

い
あ

っ
た
。

こ
の
日
は
以
前
、
天
底
小
学

校
で
勤
務
し
て
い
た
経
験
の
あ

る
県
内
長
距
離
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
末
松
隆
二
選
手

（沖
縄
愛

楽
園
職
員
）
が
特
別
に
招
か

れ
、
学
年
ご
と
の
全
競
技
に
出

走
し
た
、
子
供
た
ち
は
有
名
選

手
と
肩
を
並
べ
て
走
る
こ
と
に

満
足
し
た
様
子
で
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
た
。
五
年
生
の

部
で
優
勝
し
た
石
川
太

一
く

ん
は
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で

「練

習
で
は

一
位
に
な
れ
な
か
っ
た
け

ど
、
優
勝
す
る
と
親
に
な
に
か
買

っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
思

っ
て

頑
張
れ
た
」
と
答
え
、
会
場
は
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

▲一流選手の末松隆二さんと肩を並べて走る

:ゼ霞塔崇ミ■毒ミさや毒墓

▲自己への挑戦 !がんばるぞ
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▲老若男女がにぎやかにプレーを楽しむ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て

健
康
づ
く
り
と
世
代
間
交
流
を
図

ろ
う
と
二
月
二
日
、
古
宇
利
小
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
地
域
の
方
と

子
ど
も
た
ち
が
集
う

「親
睦
交
流

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
が
開

か
れ
た
。

こ
の
催
し
は
、
地
域
住
民
が
主

体
的
に
行
う
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る

「つ
い
ま
―
る
事
業
」
と
地

域
交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
る
学
校

の

「地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
」
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

こ
の
日
は
、
ぽ
か
ば
か
陽
気
の

中
、
子
ど
も
と
大
人
の
二
人

一
組

で
ペ
ア
を
組
み
、
交
互
に
ボ
ー
ル

を
打
ち
な
が
ら
ホ
ー
ル
を
廻
る
特

別
ル
ー
ル
の
も
と
、　
一
打

一
打
に

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
な
ご
や
か
に

プ
レ
ー
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
し
た
あ
と

は
、
地
域
の
方
が
差
し
入
れ
た
手

作
り
の
カ
ス
テ
ラ
を
い
た
だ
き
な

が
ら
会
話
も
は
ず
み
、
参
加
者
ら

は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
。

活
が
し
て
下
さ
い

０
性
の
声
を
肘
政
に
ｒ

村
商
工
会
女
性
部
が
村
長
と
意
見
交
歓

二
月
二
日

「村
長
と
商
工
会
女

性
部
の
懇
談
会
」
（主
催

一
今
帰

仁
村
商
工
会
女
性
部
）
が
村
商
工

会
館
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
十

五
人
の
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
村
長

を
囲
み
熱
心
に
意
見
を
交
わ
し

た
。
五
年
ぶ
り
三
度
目
の
開
催
と

な
っ
た
こ
の
懇
談
会
は
、
行
政
に

つ
い
て
学
び
、
女
性
部
会
員
の
資

質
の
向
上
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
、
は
じ
め
に
仲
里
村
長
が

今
後
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
の
概

要
を
説
明
、
そ
の
あ
と
参
加
者
か

ら

「仲
宗
根
商
店
街
の
活
性
化
」

や

「中
学
校
跡
地
利
用
」
「ゴ
ミ

や
リ
サ
イ
ク
ル
を
含
め
た
環
境
問

題
」
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
意
見

や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

懇
親
会
終
了
後
、
仲
里
村
長
は

「地
域
の
商
工
業
に
携
わ
る
女
性

の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
も
ら

っ

た
。
今
後
い
行
政
、
地
域
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
認
識
し
つ
つ
、
村
の

活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
」
と
語

っ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ト
ゴ
ん
フ
て
世
代
間
交
流
ｒ

苗
宇
利
地
区
で

「親
睦
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」▲和やかな中にも商工業者の声を伝える
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新エ      
ヨン

今
回
の
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
等
事
業
に
お
い
て
は
、
風
力
発
電
施
設
の
導
入
検
討
を
中

心
に
村
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
環
境
問
題
、
人
口
問
題
を
解
決
す
る
方

打
ち
出
し
、
併
せ
て
行

政
、
地
域
住
民
、
民
間
等
の
参
加
と
連
携
の
も
と
、
自
然
環
境
利
渚
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
実
用
化
を
図

り
つ
つ
、
自
然
環
境
保
全
づ
く
り
と
し
て
の
気
運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
事
業
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
私
た
ち
自
治
体
と
し
ま
し
て
楊
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の

一
翼
を
担
う
意
味
に
お
い
て
、
［個
や
人
の
趣
味

・
趣
向
が
益
や
多
様
化
す
る
二
十

一
世
紀
に
お
い
て
、

各
人
が
様
々
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
か
ら
各
や
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
マ
ッ
チ
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創

造

・
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
環
境
に
調
和
し
た
快
適
な
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
出
］
を
地

域
で
取
り
組
む
ね
ら
い
で
す
。

一　

邑
ネ
ル
ギ
ー

。
壌
幾
に

関
す
る
取
纏
酔
値
Ｏ
憐
電

Ｑ
ｌ
　
貴
社
の
事
業
活
動
が
環
境

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

影
響
は
あ
る
が
小
さ
い
　
７．

．
４
％

影
響
は
か
な
り
大
き
い
　
１４

・
３
％

影
響
は
全
く
な
い
　
　
　
９
・
５
％

七
割
弱
の
企
業
が

「影
響
は
あ

る
が
小
さ
い
」
と
答
え
て
い
る
。

Ｑ
２
　
身
近
に
で
き
る
こ
と
の

一

つ
に
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
岬
ま

す
。
貴
社
で
取
岬
組
ん
で
い
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
？

「照
明
等
の
節
電
」
が
人
割
強
、

「適
正
な
冷
暖
房

の
温
度
設
定
」

が
人
割
弱

。

「節
水
」
が
六
割
弱

と
複
数
回
答
で
は
、
身
近
で
実
践

し
や
す
く
、
費
用
面
で
も
効
果
の

あ
る
対
策
が
取
組
み
や
す
い
と
言

＞え
スυ
。

Ｑ
３
　
皇貝
社
が
企
業
と
し
て
地
球

環
境
保
全
に
取
り
組
め
る
こ
と
、

あ
る
い
は
今
後
、
重
点
的
に
進
め

た
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
な
ん
で

す
か
。
（複
数
回
答
）

「
資

源

リ

サ

イ

ク

ル

の
実

施
」

。

「廃
棄
物
の
削
減
」
が
六

割
強
、
「社
員
の
意
識
啓
発
」
が

五
割
半
と
実
施
が
容
易
で
、
な
お

か
つ
実
施
す
る
こ
と
に
よ
リ
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
る
対

策
を
中
心
に
進
め
た
い
と
い
う
意

向
が
う
か
が
え
る
。

一
一　
覇
重
率
陣
ギ
患
の
導
入
憲
魔

藉
へ
②
壽
墾
煙
◇
機
電

Ｑ
４
　
新

工
ネヽ
ル
ギ

ー
シ

ス
テ
ム

の
導
入
状
況
、
導
入
計
画
に

つ
い

て
「事
業
所
の
形
態
や
事
業
内
容

上
、
導
入
可
能
」
と
い
う
回
答
が

多
い
も
の
の
、
太
陽
光
発
電
や
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
な
ど

の
導
入
し
や
す
い
も
の
に
関
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
る

は
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え

ワ△υ
。ま

た
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を

考
え
な
い
理
由
は
ど
れ
に
あ
て
は

ま
り
ま
す
か
の
複
数
回
答
で
は
、

設
備
資
金
の
調
達
が
困
難
、
コ
ス

ト
が
高
い
等
の
費
用
の
問
題
や
助

成
制
度
が
不
十
分
で
あ
る
と
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
同
じ
く
、
費
用

の
負
担
が
最
大
の
障
壁
と
な

っ
て

い
る
。

Ｑ
５
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す

る
場
合
、
行
政
に
何
を
要
望
し
ま

す
か
。
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
も
の

を
複
数
回
答

六
割
強
が

「融
資
制
度

の
充

実
」
次
に

「情
報
提
供
の
充
実
」

「専
門
家
の
派
遣
」
と
な

っ
て
お

り
、
ま
ず
費
用
面
で
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
、
次
に
具
体
的
な
導
入
や
導

人
後
の
効
果
に
関
し
て
の
知
識
を

必
要
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ワ△υ。
Ｑ
６
　
他
の
事
業
者
と
共
同
で
あ

る

い
は
村
と
共
同
で
新

エ
ネ
ル
ギ

ー
を
導
入
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

「ボ
イ
ラ
ー
熱
源
に
周
辺
事
業

者
の
ゴ
ミ
を
活
用
す
る
」
が
三
割

弱
な
ど
潜
在
的
に
協
力
意
欲
は
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｑ
７
　
地
球
温
暖
化
対
策
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
を
将
来

へ
維
持
さ
せ

る
た
め
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
む
ら
づ
く
り
に
取
叩
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
小
中
学
生
や

一

般
住
民
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

習
も

一
つ
の
方
法
で
す
。
学
校
や

村
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
学
習

へ
協
力
で
き
ま
す
か
。

「協
力
で
き
な
い
」
と
答
え
て
い

る
企
業
は

一
社
も
な
く
、
協
力
意

欲
は
充
分
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
企

業
に
依
頼
で
き
る
内
容
を
具
現
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

菌
拳　
慧
見
の
ま
と
翰

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
の
意

識
は

一
般
住
民
よ
り
も
高
く
、
太

陽
光

・
風
力
だ
け
で
な
く
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
の
意
見
も
あ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
技
術

的
に
企
業
努
力
を
行

っ
て
い
る
事

業
所
も
あ
る
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
関
し
て
の
ネ

ッ
ク
は
や
は

り
費
用
面
で
あ
り
、
行
政
に
よ
る

導
入
を
望
ん
で
い
る
声
は
高

い
。

村
の
事
業
者
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
習
等
で
の
協
力
意
識
は
高
く
、

村
全
体
の
意
識
向
上
に
関
し
て
意

欲
的
だ
と
言
え
る
。

今
帰
仁
村
民
・
村
内
企
業
０

一
一

・　

　

　

・
　

一

一

「新
エ
ネ
ル
ギ
…
」
像
二



子
ど
も
達
か
ら

「手
品
の
お
じ

さ
ん
」
と
慕
わ
れ
、
地
域
活
動
に

励
む
上
間
吉
夫
さ
ん

（越
地
出

身
）
趣
味
で
は
じ
め
た
手
品
は
プ

ロ
級
の
腕
前
で
、
こ
れ
ま
で
各
字

子
ど
も
会
を
は
じ
め
、
村
内
外
の

幼
稚
園
や
保
育
所
、
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
か
ら
出
演

の
声
が
か
か
り

「自
分
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
と
し
て
快
く
引
き
受
け
て

き
た
。

上
間
さ
ん
が
手
品
を
始
め
た
の

は
青
年
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
村

の
成
人
式
が
初
舞
台
、
そ
の
時
、

巧
み
に
仕
掛
け
た
つ
も
り
の
テ
グ

ス

（釣
り
糸
）
が
観
客
に
は
丸
見

え
の
大
失
敗
。
し
か
し
、
そ
の
失

敗
に
め
げ
る
こ
と
な
く
テ
レ
ビ
や

テ
キ
ス
ト
を
参
考
に
独
学
で
技
を

み
が
き
、
ネ
タ
を
増
し
て
い
っ
た
。

「
い
つ
も
同
じ
手
品
で
は
見
る
人

も
あ
き
て
し
ま
い
、
た
え
ず
新
し

い
ネ
タ
を
取
り
入
れ
て
い
く
の
が

大
変
な
と
こ
ろ
」
と
笑

い

「
『見

せ
る
か
ら
に
は
喜
ば
れ
る
も

の

を
』
と
舞
台
で
の
問
合
い
や
観
客

と
の
語
り
な
ど
に
も
熱
心
に
研
究

を
重
ね
て
き
た
」
と
話
す
。

そ
ん
な
夫
の
姿
に
妻
の
容
子
さ

ん
も
全
面
的
に
支
援
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の

作
成
や
公
演
の
ビ
デ
オ
撮
り
、
時

に
は
観
客
の
日
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
る
中
で
上
間
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
新
し
い
手
品
も
生
み
出
さ
れ

た
。
公
演
で
は
数
多
く
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
の
中
か
ら
、
観
客
に
応
じ

七
、
人
種
類
を
披
露
。
あ
ざ
や
か

な
手
さ
ば
き
の
も
と
簡
単
そ
う
に

見
え
る
手
品
に
時
に
は
子
ど
も
た

ち
か
ら

「こ
れ
で
き
る
―
」
と
の

声
も
あ
が
る
、
そ
ん
な
時
に
は
あ

え
て

「ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
な
さ

い
」
と
勧
め
、
実
際
、
思
う
よ
う

に
う
ま
く
い
か
な
い
子
ど
も
た
ち

に
何
事
も
簡
単
に
は
い
か
な
い
、

や
さ
し
そ
う
に
や
っ
て
い
る
一異
に

は
見
え
な
い
努
力
が
あ
る
と

「努

力
の
大
切
さ
」
を
手
品
を
通
し
て

子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
る
。

一
昨
年
、
村
の
人
材
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
て
か
ら
は
出
演
依
頼
が

多
く
な
り
今
ま
で
以
上
に
忙
し
い

日
々
を
過
ご

し
て

い
る
な
か
、

「私
は
プ

ロ
で
は
な
い
か
ら
見
る

人
に

『夢
を
与
え
る
』
の
で
は
な

く

『夢
を
運
ぶ
』
と
い
う
思
い
で

続
け
て
い
る
。
手
品
は
人
と
人
と

の
潤
滑
油
、
自
然
と
会
話
も
進
む

し
、
自
分
自
身
も
け

っ
こ
う
楽
し

ん
で
や
っ
て
ま
す
よ
」
と
充
実
し

た
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

平

成

十

二
年

度

第

人
期

ム

ラ

・
シ

マ
講
座

の
修
了
式

が
、

去
る
二
月
十
八
日

（日
）
、
今
帰

仁
村
歴
史
文
化

セ
ン
タ
ー
の
講

堂
で
行
わ
れ
た
。

今
年
で
八
年
目
を
迎
え
た
ム

ラ

。
シ
マ
講
座
は
、
今
年
度
は

小
学
校

一
年
生
か
ら
九
十
二
歳

ま

で
、
村

内

だ

け

で
な
く
名

護

。
大

宜
味

。
本

部

。
中

城

村

・
那
覇
市
な
ど
か
ら
総
勢
四

十
人
名
が
受
講
し
た
。

今
年
度

の
調
査
地
は
、
世
界

遺
産
登
録
を
視
野

に
入
れ

て
、

今
帰
仁
グ
ス
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
謝
名

。
仲
宗
根

・
瀬
底

・

勢
理
客

。
運
天

。
伸
尾

（名
護

市
）

の
各
字
を
ウ
タ
キ

・
神

ア

サ
ギ

・
湧

泉

・
集

落

・
芭

蕉

布

・
炭
焼
き
窯
な
ど

の
項
目
に

つ
い
て
調
査

・
記
録
を
行

っ
た
。

修
了
式
で
は
修
了
証
書
の
他
、

参
加
者

の
記
録

ノ
ー
ト
を
ま
と

め
た
二
五
〇
ペ
ー
ジ
余
り
の
冊

子
を

一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
た
。

感
想

の
発
表
で
は

「
ウ
タ
キ
や

神

ア
サ
ギ
が
ど

の
字
に
も
必
ず

毎
回
あ

っ
た
」

（兼
小

。
金
城
健

人
君
）
、
「炭
焼
き
窯
の
煙
が
少
し

づ

つ
違

っ
て
く
る
こ
と
を
発
見

し
た
」

（今
小

・
仲
松
友
博
君
）
、

「運
天
で
の
水
汲
み
は
楽
し
か

っ

た
け
ど
大
変
だ

っ
た
」

（湧
小

・

大
城
美
幸
さ
ん
）
、
「
ワ
ラ
ザ
ン
で

計
算
す
る

っ
て
昔

の
人
は
え
ら

い
な
女

上
本
部
小

。
本
山
み
の

り
さ
ん
）
な
ど
、
講
座

で
発
見

し
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視

点
で
発
表
し
、
厚

い
冊
子
を
手

に

一
年
を
振
り
返

っ
た
。

なきじ

(5)

手品を通してボランティア活動

上間 吉夫さん は地)

この

これまでの数多くの出演依頼に「喜んで

もらえるのなら」と快く引き受けてきた

上間さん。そんなところが上間さんの人

の良さなのだろう。

▲謝名の神アサギの調査 (平成 12年 6月 )

平成 12年度ムラ・シマ講座修了

地 域 の 戸真未史

文 化 を 探 る

Ｌ
手

11広幸限なきじん 鬱ool年)平成13隼 4月 1日
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二
十

一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の

年
に
何
か
良
い
思
い
出
に
残
る

企
画
は
で
き
な
い
も
の
か
と
い

ろ
い
る
思
案
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
チ

ム
ガ
ナ
サ
ル
、
北
山
高
校
時
代

の
同
級
生
の
数
名
か
ら
ク
ラ
ス

会
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
話
が
も
ち
上
が
り
、
平
成
十

三
年
二
月
十
日
（土
曜
日
）午
後

七
時
よ
り
、
で
い
ご
荘

念
ウ
帰
仁

村
在
）
に
て
開
催
す
る
事
に
決

定
。
卒
業
し
て
三
十
九
年
振
り

の
ク
ラ
ス
会
は
初
恋
の
女
性
に

で
も
会

う
よ

う
な
心
境

で
あ

っ

た
。当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
集
ま

り
が
気
に
な

っ
た
が
、
開
会
時
間

前
に
は
予
定
し
て
い
た
顔
ぶ
れ
が

全
員
出
席
①
青
春
時
代
、
北
山
高

校
で
三
年
間
同
じ
ク
ラ
ス
で
共
に

過
ご
し
気
心
も
良
く
知
れ
た
仲
の

良
い
連
中
が
数
十
年
振
り
の
再
会

二
月
を
抱
き
合

っ
た
り
、
握
手
を

し
た
り
感
激
で
喜
び
会

っ
た
。

会
は
税
理
士
を
し
て
い
る
嘉
陽

宗
盛
氏
の
代
表
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
ト
キ
ワ
薬
品
社
長

・
島
袋
薫

氏
の
力
強
い
乾
杯
の
音
頭
、
ま
だ

ま
だ
若
い
男
性
、
昔
か
わ
い
か
っ

た
女
生
徒
の
近
況
報
告
、
カ
ラ
オ

ケ
ヘ
と
進
み
会
は
最
高
に
盛
り
上

が
り
、
大
村
光
邦
氏
の
特
別
な
計

ら
い
で
、本
ウ
宵

一
時
は
仕
事
の
事
、

家
族
の
事
を
忘
れ
て
遅
く
ま
で
楽

し
く
友
情
を
暖
め
る
こ
と
が
で
き

た
。還

暦
を
三
年
後
に
迎
え
人
生
こ

れ
か
ら
が
お
も
し
ろ
い
―

「ゆ
っ
た
り
と
」
「お
お
ら
か
に
」

「人
を
み
と
め
て
」
「明
る
く
前
向

き
に
」
「た
の
し
む
の
だ
」
の
五

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
普
及
と
村
内

子
ど
も
達
の
親
睦
を
目
的
と
し
た

第
十
六
回
少
年
少
女
ホ
ッ
ケ
ー
大

会
が
二
月
四
日
、
村
運
動
公
園
ホ

ッ
ケ
ー
場
で
行
わ
れ
た
。

大
会
に
は
、
村
内
小
学
校
か
ら

男
子
人
チ
ー
ム
、
女
子
四
チ
ー
ム

が
参
加
、
子
ど
も
達
は
、
吹
き
ぬ

け
る
冷
た
い
北
風
を
も
の
と
も
せ

ず
、
巧
み
な
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き

訓
を

モ

ッ
ト
ー
に
同
級
生
の

皆
さ
ん
人
生
を
楽
し
も
う
。
そ

し
て
今
回
、
都
合
が
つ
か
ず
参

加
で
き
な
か
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
も
二
年
後
に
は
会
え
る

こ
と
を
祈
る
。

〒
９
０
５
１

０
４
０
１

沖
縄
県
今
帰
仁
村
字
仲
宗
根

３
５
４
番
地

仲

里

邦

夫

△
０
９
８
０
１
５
６
１
２
０
０
８

國
０
９
８
０
１
５
６
１
５
４
６
７

を
見
せ
る
な
ど
、
元
気
あ
ふ
れ

る
プ
レ
ー
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆

け
回

っ
て
い
た
。

試
合

の
結
果
、
男
子
の
部

は
、
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の

に
し
た
今
帰
仁
小
学
校
チ
ー
ム

が
優
勝
、
女
子
の
部
は
体
力
に

勝
る
兼
次
小
学
校
チ
ー
ム
が
全

試
合

で
快
勝
し
栄
冠
を
勝
ち

取

っ
た
。

ナイスシュート!

優 勝
ψ

今帰仁小 (男子)

兼 次 」ヽ (女子)

第16回村少年少女ホッケー大会

▲ステイック片手にゴール前での攻防に力が入る

「広報なきじん」では、村

民の目から見た行政や地

域の問題、日乙ろ感 じた

事などを題材にした意見

を募集 しています。顔写

真と原稿 (六〇〇字以内)

を添え、役場総務課 秘

書広報係 (56-2101)
まで。

北
山
高
校
十
四
期
生

・
三
組

ク
ラ
ス
会

の
思

い
出

仲

里

邦

夫

争
）

村
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

本
部
署
か
ら
表
彰

本
部
警
察
署

（津
波
古
稔
署

長
）
が
部
外
功
労
団
体
、
個
人
に

贈
る
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
二
月
十

六
日
、
同
署
で
行
わ
れ
、
本
村
か

ら
は
、
団
体
の
部
に
今
帰
仁
村
老

人
会

（山
内
昌
雄
会
長
）
が
、
ま

た
、
個
人
の
部
に
は
典
那
嶺
好
和

さ
ん

（仲
宗
根
）
、
玉
城
和
保
さ

ん

（古
宇
利
）
、
上
問
義
昭
さ
ん

（運
天
）
の
二
氏
が
表
彰
を
受
け

た
。
こ
れ
は
、
平
成
十
二
年
度
中

に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
サ
ミ

ッ
ト
ヘ
の
協
力
、
交
通
安
全
の
普

及
、
啓
蒙
な
ど
に
深
い
理
解
と
関

心
を
示
し
、
警
察
業
務
各
般
に
わ

た
り
積
極
的
な
協
力
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
、
津
波
古
稔
署
長
か
ら

一
人
ひ
と
り
に
功
労
を
称
え
る
感

謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

▲表彰を喜ぶ村老人会の皆さん
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だより

日
差
し
も

一
段
と
春
ら
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
今
日
こ
の
ご
る
、
村

民
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

村
で
は
、
平
成
十

一
年
度
か

ら
、
ゆ
い
ま
―
る
地
区
健
康
づ
く

り
事
業
と
保
健
推
進
員
育
成
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

保
健
推
進
員
育
成
事
業
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分

や
家
族
の
健
康
を
守
り
、
よ
り
良

く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
常
生

活
の
中
で
健
康
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
や
、

健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
く
れ
る

人
材
を
育
成
す
る
事
が
大
切
で

す
。
保
健
推
進
員
と
は
、
い
わ
ゆ

る

「健
康
づ
く
り
応
援
団
」
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

さ
れ
る
皆
さ
ん
自
身
も
行
政
と

一

緒
に
健
康
づ
く
り
活
動
を
す
る
こ

と
で
健
康
に
つ
い
て
の
知
識
を
得

て
い
ま
す
。
「自
分
の
健
康
づ
く

り
に
も
な
る
」
と
い
う
こ
と
が
、

保
健
推
進
員
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
す
。

保
健
推
進
員
育
成
事
業
を
通
し

て
得
た
知
識
と
、
「学
ん
で
良
か

っ
た
、
他
の
人
に
も
広
め
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
も
と
に
、
地
域
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
運
動
の
輪
を

中
心
に
な

っ
て
広
げ
て
い
く
こ
と

が
保
健
推
進
員
の
役
割
で
す
。

村
内
十
九
の
各
字
よ
り
、
２
～

３
名
を
保
健
推
進
員
と
し
て
、　
一

年
目
は

「保
健
推
進
員
育
成
事

業
」
と
い
う
健
康
教
室
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
来
養

・
運
動

・
休
養

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。
平

成
十

一
年
、
十
二
年
と
、
現
在
四

七
名
の
保
健
推
進
員
が
こ
の
事
業

を
修
了
し
て
い
ま
す
が
、
左
記
の

通
り
の
感
想
が
出
て
い
ま
す
。

受
講
生
の
声

（平
成
１２
年
度
）

・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
の
講
義

を
受
け
た
こ
と
で
、
物
事
を
前
向

き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

・
水
中
運
動
の
効
果
や

方
法
を
教
え

て
も
ら

い
、
時
間
を
決
め
て
プ

ー
ル
に
行
く
よ
う
に
な

り
、
と
て
も
楽
し
い
。

。
お
椀
を
小
さ
な
物
に

か
え
た
り
調
理
法
を
正

夫
す
る
な
ど
、
栄
養
面

に
気
を
つ
け
る
よ
う
に

な

っ
た
。
な
ど
～

修
了
し
た
保
健
推
進

員
か
ら
、
「育
成
事
業

で
学
ん
だ
『操
体
法
』
を

▲日頃から調理法の工夫や栄養面でも気を使うようになつた

多
く
の
人
に
も
広
め
た
い
の
で
、

勉
強
会
を
し
よ
う
」
と
い
う
声
が

出
て
お
り
、
平
成
十
二
年
度
は
そ

れ
に
向
け
て
の
活
動
ど
す
る
予
定

で
す
。
併
せ
て
平
成
十
二
年
度
も

育
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ

あ
な
た
も
保
健
推
進
員
と
し
て
、

一
緒
に
健
康
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

サ ~

▲推進員の活動は自分自身の健康にもつながる

募集します

保健推進員

保健推進員を平成 13年

4月末日まで募集します。

おF□日い合わせは村保健予防

課まで①

TEと 56‐ 1234

高
規
格
救
熱
車

埠
入
す
る

―
本
今
消
防
本
部
―

本
部
町
今
帰
仁
村
消
防
組
合
で

は
、
こ
の
ほ
ど
最
新
の
高
規
格
救

急
自
動
車
を
導
入
し
た
。

導
入
し
た
救
急
車
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
救
急
車
に
は
な
い
搬
送
医

療
施
設
へ
の
心
電
図
電
送
装
置
や

自
動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
等
、
よ

り
高
度
な
救
命
処
置
が
行
え
る
機

材
が
積
載
さ
れ
て
お
り
、
患
者
搬

送
中
に
お
い
て
も
医
師
の
指
示
の

も
と
医
療
行
為
が
行
え
る
救
急
救

命
士
に
よ

っ
て
早
急
な
医
療
処
置

が
可
能
と
な

っ
た
。
ま
た
活
動
範

囲
も
本
部
町
、
今
帰
仁
村
管
内
を

は
じ
め
伊
江
、
伊
是
名
、
伊
平
屋

か
ら
の
救
急
患
者
の
搬
送
に
も
携

わ
る
な
ど
、
関
係
者
は

「導
入
に

よ
り
故
命
率
が
向
上
し
、
今
後
の

人
命
救
助
活
動
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
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平成 13年度 村の公共工事・建設事業計画

みんなが支ぇる国民健康保険
～国保の健全運営に往l協力を～

国保税の納め忘れlよありませんか ?

国民健康保険税は、みなさんが安心 して治療を受けられるための大切な財源です。

国保加入者の一人ひとりが、公平に保険税を負担することで安心 して医療を受けることができるの

です。

保険税を滞納することは、きちんと納めている人との負担の公平を欠くことになりますので、村で

は滞納世帯への訪問指導や納税相談などのほか、夜間、職員による電話での催促などあらゆる方法で

納付の協力を呼びかけています。

それにもかかわらず、 2月 末日現在で 3割近 くの保険税がまだ納められていません。国民保険制度

は保険税収入と国の補助金によ切病院等の費用を賄 うことを原則とした社会保障制度です。納付され

た税金の割合が低 くなると国からの補助金がベナルティーとして一部カッ ト (表 2)さ れます。

平成12年度には、国保税の約 1割にあたる 2千 160万円余の減額が予想されるとともに安心 して医

療 を受けることができません。 国保はみんなでささえあう制度です。滞納することはみんなに迷惑

をかけることにな
',ま

す。

国保 税 を ま だ納 め られ て な い方 は今 月末 日 まで に必 ず 納 め    平成12年度国保税 (一般現年度分)

てください。

なお保険手帳未更新の方も早めに切り換えて下さい。

問い合せ 村役場、国保係 56… 2・I⑧2(内線155)

収納状況 (平成12年 2月 末)

平成 12年度納付状況 (表 1)

国保税総額
納付額

未納額

納付率

22,228万 円
15,860万 円

5,368万 円
7585%

補助金カット額 (表 2)

納付率
94%以上
93%未満
91%未満
88%未満
85%未満

納税割合
0%

513%
713%
973%
1120%

カッ ト額
0

1,117万円
1,564万円
2,160万 円
2,458万 円

No 主な事業の名称 場 所
発 注
予定月

工  種 No 主な事業の名称 場 所
発 注
予定月

工  種

1 中央線 7工区道路改築工事 今 1白 H137 道路改築 9 諸志山釜原線道路改良工事 諸 志 H13,8 道路改良

2 中央線 8工区道路改築工事 諸 志 H137 10 仲尾次尾 山線改良工事 仲尾次 H13.8 林道改良

3 仲尾次前平当原線特改一種工事 仲尾次 H137 道路改良 11 兼次農道整備工事 兼次 H138 農道改良

4 上運天大久保原線道路改良工事 上運天 H137 12 並型魚礁設置工事 運 天 H137 魚礁製作沈設

5 中央線歩道舗装工事 越地～平敷 H138 歩道舗装 13 運天漁港局部改良工事 運 天 H13.9 漁港改良

6 集落地域事業 1 諸 志 H137 農道改良 1 4 統合中学校建設事業 仲宗根 H139 校舎建築ほか

7 集落地域事業 2 兼 次 H13!8 集落道改良 15 今帰仁城跡整備事業 今 1白 H13.10
今 帰 仁 城 跡
郭 崩 落 石
撤 去 工 事

8 集落地域事業 3 今 ,自 H137 排水路改良 1 6 土地改良施設維持管理適正化事業 天底 H1310 排水路
浚渫工事

みん ヽ いき元
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4月は大きなチヤンス!前納するとお得!

国民年金は安心できる生活を保障 します。

[便利でお得な、前納錆J度]

国民年金保険料 `

情報 ■―|

2"830占割引!!

困つた I保険料が納められない。

そんな時どうすればいいの ?

●所得が少なく、生活にお困りのとき
●病気やケガなどで、経済的にお困りのとき
0失業や営業不振などでお困りのときなど( )

↓
未納のままにせず、

「国民年金保険料免除制度」
を晉利用ください

手続きはお早めに

免除は申請 した月の前月から開

始となります。
申請が遅れると、その分、免除

の開始も遅れます。

申請に必要なもの

認印、年金手帳など

詳しくは、国民年金の窓回まで。

ここ―晋の前納制度

国民年金の保険料は一括 して前納することができ

ます。前納すると、毎月納める手間が省けるとともに、

納める保険料の額も割引されます。

1年間分を、 4月 中に納めれば
｀
、2,830円 割引さ

れます。

1カ 月の保険料

η3,300× 12月 =159,600円

156,770円
2,830円 害」引

1年間前納 (平成13年度)

lヵ 月の保険料

13,300× 6月 =79,800円

軽,電訂)7,そ継F

た

6ヵ月前納 (平成13年度)

国民年金からの

お知らせ

お問い含せ 村役場住民課・国民年金係 盗56-2101(内線116)

2001県民フォーラム・イン・やんばる

テーマ :「新たな沖縄振興計画の策定に向けて」

目 的 :新たな沖縄振興計画の策定にあたり、地域の声

を今後の計画内容に反映させるために開催 します。

期 日 :平成13年 4月 16日 (月 )午後2R寺 から午後4日寺

場 所 :名桜大学 多目的ホール

主 催 :沖縄県                 ~
共 催 :北部広域市町村圏事務組合 (北部12市町村 )

連絡先 :北部広域市町村圏事務組合

TEL 0980-52-7049  大兼

平成13年度大学貸与奨学生の募集について

1 応募資格 :日 本国籍を有し、沖縄県内に本籍又は住所を有

する者の子弟で、国内の大学・大学院に在学す
る者又は、沖縄県出身海外移住者の子弟で、主

たる住所を海外に有し、県内の大学に在学する

2 採用人員 :1 大学生・・・・260人程度
2 大学院生・・・ 20人程度
3 沖縄県出身海外移住者子弟・ ・若干名

3 募集期間 :平成13年 3月 15日 (木 )～平成13年 4月 20日 (金 )

(郵送の場合も4月 20日 必着)

※なお、出願書類や貸与額などの詳しいことのお問い合せは、下記まで

4 問い合わせ:財 団法人沖縄県国際交流・人材育成財団・奨学係

電言舌(098)833‐ 3613
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4月 /リロ月

○おもちゃ図書館 (900～ 12ЮO コミセン)

IJ 土

2 月
○健康相談 (9ЮO～ 1ケ00 保健センター) 22爆 ○今帰仁漁協朝市 (男00～  今帰仁漁協内)

$ 火
○与那嶺ゆいま―る事業 23月

○健康相談 (9(10～ 200 保健センター
)

○こいのはり掲揚式 (laoo～  コミセン)

4 水
○リハビリ教室 (13Ю O～ 15(10 保健センター

) 24火 ○北山老人大学開講式 (1400～  コミセン)

5 木

○区長会 (1■ 00～  第 1会議室)

○仲尾次ゆいま―る事業 aS水 ○リハビリ教室 (13Ю O～ 15(10 保健センター)

6 金 26木 ○デイケア

7 上
○おもちゃ図書館 (銑 00～ 1200 コミセン) 27金 ○渡喜仁ゆいま―る事業

3日 ○乙羽朝市 (7:30～ 労00 中央公民館) 23土 ○おもちゃ図書館 (9Ю O～ 12ЮO コミセン)
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肖2木 01オ半 3才児健康診査 (13Ю O～ 保健センター) 5月 /皐月

4S金 肖 火

○健康相談 け00～ 12ЮO 保健センター
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